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元
農
水
相
の
吉
川
貴
盛
被
告
（
七
〇
）
＝
自
民

離
党
、
収
賄
罪
で
在
宅
起
訴
＝
の
辞
職
に
伴
う
四

月
二
五
日
投
開
票
の
衆
院
道
二
区
補
欠
選
挙
（
札

幌
市
北
区
の
一
部
、
東
区
）
に
つ
い
て
、
政
権
与

党
の
自
民
、
公
明
両
党
は
候
補
擁
立
を
見
送
っ

た
。
自
民
党
幹
部
は
吉
川
被
告
が
在
宅
起
訴
さ
れ

た
「
責
任
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
候
補
を
立
て

て
も
勝
て
る
見
込
み
が
な
く
、
不
戦
敗
を
選
ん
だ

と
い
う
の
が
実
態
だ
。
与
党
候
補
が
不
在
と
な
っ

た
こ
と
で
現
政
権
の
政
策
に
賛
否
を
示
す
機
会
が

失
わ
れ
た
上
に
、
立
憲
民
主
党
か
ら
立
候
補
予
定

の
松
木
謙
公
元
衆
院
議
員
（
六
一
）
に
も
過
去
に

不
適
切
な
政
治
献
金
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
有
権
者
は
投
票
先
に
悩
み
そ
う
だ
。

　「
今
回
の
事
態
を
受
け
て
、
改
め
て
深
い
反
省

の
上
に
立
ち
、
襟
を
正
し
て
、
ま
ず
は
有
権
者
の

信
頼
回
復
に
つ
と
め
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
べ
き

だ
」。
自
民
党
の
山
口
泰
明
選
対
委
員
長
は
一
月

一
五
日
、
吉
川
被
告
の
在
宅
起
訴
を
受
け
、
道
二

区
補
選
へ
の
候
補
擁
立
を
見
送
る
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。
公
明
党
も
候
補
は
立
て
な
い
方
針
で
、

一
九
九
九
年
に
自
公
両
党
が
連
立
を
組
ん
で
以

来
、
衆
参
両
院
の
道
内
選
挙
区
で
両
党
が
候
補
を

立
て
な
い
の
は
初
め
て
と
な
る
。

　
自
民
党
本
部
が
「
不
戦
敗
」
を
決
め
た
の
は
、

党
道
連
が
候
補
の
擁
立
作
業
を
進
め
て
い
た
最
中

の
こ
と
。
鈴
木
貴
子
衆
院
議
員
（
比
例
代
表
道
ブ

ロ
ッ
ク
）
や
長
谷
川
岳
参
院
議
員
（
道
選
挙
区
）

ら
の
名
前
も
浮
上
し
た
末
に
、
地
元
市
議
に
白
羽

の
矢
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、
吉
川
被
告
は
過

散 射 韻

ま
れ
る
が
、
党
や
道
連
と
し
て
支
援
す
る
姿
勢
は

見
え
な
い
。

　
今
回
は
補
欠
選
挙
で
、「
政
権
選
択
」
の
意
味

合
い
は
少
な
い
が
、
安
倍
政
権
の
路
線
を
引
き
継

ぐ
と
し
て
い
る
菅
首
相
の
政
策
や
政
権
担
当
能

力
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
へ
の
賛
否
を
有
権
者

が
示
す
機
会
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
与

党
候
補
が
出
な
い
こ
と
で
、
現
政
権
の
支
持
層
が

「
賛
意
」を
示
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
野
党
統
一
候
補
に
な
る
可
能
性
が
高

い
松
木
氏
に
も
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が
明
ら

か
に
な
り
、
現
政
権
に
否
定
的
な
人
た
ち
に
も
不

信
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
選
挙
で
棄
権
や
白
票
が

増
え
る
懸
念
が
あ
る
。

　
最
大
の
問
題
は
、
有
権
者
に
政
治
へ
の
不
信
感

が
広
が
り
続
け
て
い
る
こ
と
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
収
束
が
一
向
に
見
通
せ
な
い
中
、

緊
急
事
態
宣
言
下
に
国
会
議
員
が
接
待
を
伴
う
飲

食
店
に
滞
在
し
て
い
た
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
も
相
次
ぐ
。

　
し
か
し
、
有
権
者
が
諦
め
て
し
ま
え
ば
政
治
の

腐
敗
は
進
む
一
方
だ
。
衆
院
議
員
の
任
期
満
了
は

一
〇
月
二
一
日
。
そ
れ
ま
で
に
必
ず
解
散
、
総
選

挙
が
行
わ
れ
る
。
有
権
者
は
今
起
き
て
い
る
こ
と

を
し
っ
か
り
認
識
し
、道
二
区
補
選
は
も
ち
ろ
ん
、

次
の
総
選
挙
に
向
け
て
、
誰
に
一
票
を
託
す
べ
き

な
の
か
、
ど
の
政
党
が
政
権
運
営
を
担
う
べ
き
な

の
か
、
見
極
め
る
目
を
養
う
必
要
が
あ
る
。

＜

魚＞

去
の
選
挙
で
野
党
候
補
と
勝
ち
負
け
を
繰
り
返

し
、「
道
二
区
は
自
民
党
の
地
盤
が
弱
い
」（
党
関

係
者
）
と
さ
れ
る
。
党
内
に
は
「
誰
が
出
て
も
勝

ち
目
が
な
い
」
と
の
見
方
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
四
月
二
五
日
に
は
、
立
憲
民
主
党
の
羽

田
雄
一
郎
元
国
土
交
通
相
の
死
去
に
伴
う
参
院
長

野
選
挙
区
補
選
、
公
選
法
違
反
事
件
で
有
罪
判
決

が
確
定
し
た
河
井
案
里
前
参
院
議
員
の
当
選
無
効

に
伴
う
参
院
広
島
選
挙
区
補
選
も
行
わ
れ
、
特
に

長
野
は
自
民
候
補
の
苦
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
遅
れ
な
ど
で
支
持
率
が
急
落
す
る
中

で
、補
選
で
の
連
敗
は
菅
義
偉
政
権
に
と
っ
て「
致

命
傷
」
に
な
り
か
ね
な
い
。
道
二
区
補
選
に
つ
い

て
は
「
不
戦
敗
」
と
し
て
、
傷
を
最
小
限
に
し
よ

う
と
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
道
二
区
補
選
に
つ
い
て
、
立
憲
民
主
党

は
松
木
氏
、
共
産
党
は
平
岡
大
介
・
党
東
区
常
任

委
員
（
三
二
）
の
擁
立
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
て
い
る

が
、
両
党
は
「
候
補
の
一
本
化
が
必
要
」
と
の
認

識
で
一
致
。
そ
の
検
討
を
進
め
て
い
る
最
中
に
、

複
数
年
に
わ
た
っ
て
松
木
氏
の
両
親
名
義
の
献
金

が
地
元
後
援
会
を
経
て
資
金
管
理
団
体
に
集
め
ら

れ
、
政
治
資
金
規
正
法
で
定
め
ら
れ
た
個
人
献
金

の
上
限
の
年
一
五
〇
万
円
を
超
え
て
い
た
と
の
見

方
も
で
き
る
こ
と
が
判
明
。
松
木
氏
の
弁
護
士
は

法
的
に
問
題
な
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
手
法
に

は
大
い
に
疑
問
が
残
る
。

　
道
二
区
補
選
に
は
こ
の
ほ
か
、
複
数
人
が
無
所

属
で
の
立
候
補
を
表
明
。
自
民
党
に
近
い
人
も
含

「不戦敗」と政治不信


